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「人権を考えるみんなのつどい」
～人権について考えてみませんか～

誰もが生まれながらにして持っている
「基本的人権」。今一度、日常を見直して
一緒に考えてみませんか。

［日　時］　12月5日（土） 午後1時30分から
［場　所］　町文化ホール
［内　容］　●人権バンド「ゆう」による
　　　　　　人権ふれあいコンサート
　　　　　●茅島　祐一さんの講演
　　　　　　「人権て何だろう」

人
権
啓
発
福
祉
セ
ン
タ
ー 

児
童
館

（
以
下
児
童
館
）な
ど
で
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
を
し
て

い
る
地
域
組
織
活
動
ク
ラ
ブ
を
紹
介

し
ま
す
。

活
動
の
き
っ
か
け

　

最
初
は
、「
大
津
町
母
親
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
昭
和
61
年
に
結
成
。の
ち
に
、

子
育
て
は
母
親
だ
け
で
は
な
く
、家

族
全
体
、地
域
の
様
々
な
人
と
の
連

携
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
も
の
だ
と
い

う
観
点
か
ら
、「
大
津
町
地
域
組
織
活

動
ク
ラ
ブ
」と
改
め
、子
ど
も
の
健
全

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

組
織
の
目
標
と
す
る
も
の

　

町
の
未
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も

た
ち
を
、児
童
館
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
行
事
を
通
し
て
、親
、地
域
、

学
校
な
ど
様
々
な
人
と
の
交
流
で

〝
元
気
に
、や
さ
し
く
、た
く
ま
し
く
〞

育
て
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

今
ま
で
の
活
動
内
容

　

児
童
館
行
事
の
準
備
や
、当
日
の

手
伝
い
、毎
週
金
曜
日
に
児
童
館
で

行
っ
て
い
る「
は
と
ぽ
っ
ぽ
ク
ラ
ブ
」

と
の
交
流
。会
員
同
士
の
交
流
や
、人

権
意
識
向
上
の
た
め
の
各
種
会
員
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、子
ど
も

た
ち
を
様
々
な
危
険
か
ら
守
る
た
め

の
活
動
と
し
て
、交
通
安
全
看
板
や
、

反
射
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
作
成

し
、子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

今
、重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。

　
『
地
域
で
子
ど
も
を
守
ろ
う
！
』を

テ
ー
マ
に
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。現
在
20
本
以
上
を
町
の
い
ろ

い
ろ
な
所
に
立
て
て
い
る「
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
る
看
板
」の
追
加
作

成
や
、反
射
板
で
で
き
た「
く
ま
の

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」を
作
成
し
て
地
域

の
安
全
や
、子
ど
も
た
ち
を
危
険
か

ら
守
る
活
動
を
重
点
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

最
後
に
今
年
度
、大
津
町
地
域
組
織

活
動
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
し
て
い
る
松

永
妙
子
さ
ん
に
今
ま
で
の
活
動
で
感

じ
た
こ
と
や
、今
後
の
課
題
に
つ
い

て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
よ
そ
の
子
も
わ
が
子
と
同
じ
』、

『
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
』を
合
言

葉
に
、子
ど
も
た
ち
を
、〝
元
気
に 

や

さ
し
く 

た
く
ま
し
く
〞育
て
て
行
こ

う
と
活
動
し
て
き
て
23
年
に
な
り
ま

す
。結
成
当
初
、幼
児
や
小
学
生
だ
っ

た
会
員
の
子
ど
も
が
大
き
く
な
り
、

会
員
減
少
で
活
動
停
止
の
危
機
に
直

面
し
ま
し
た
が
、そ
の
時
こ
そ
活
動

目
的
の
原
点
に
返
っ
て
活
動
し
よ
う

と
会
員
相
互
で
確
認
し
合
い
、組
織

活
動
を
運
営
す
る
こ
と
で
徐
々
に
子

育
て
世
代
の
会
員
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
、も
っ
と
た
く
さ
ん
の
若

い
人
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、お

互
い
に「
で
き
る
と
き
に
で
き
る
人

が
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、活
動
目
的
を
基
本
に
据
え
た
ク

ラ
ブ
と
し
て
、今
後
も
よ
り
一
層
、活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
、子
育
て
真
っ
最
中
の
人
、子
育

て
が
一
段
落
し
た
人
、一
緒
に
活
動

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

秋のひとときを
自然の中で満喫しました
秋のひとときを

自然の中で満喫しました
　10月10日、児童館主催のバスハイキング＆
ウオークラリーを産山村で開催しました。当
日は、約40人の親子の参加があり、ウオークラ
リーや宝探し、施設での体験などを行い、参加
者の親睦を深め、秋の一日を楽しみました。皆さんぜひお越しください

人
権
ニ
ュ
ー
スかやしま　　ゆういち
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み
ん
な
の

く
ら
し
を

さ
さ
え
る

税
金

税務課
（293）3117

み
ん
な
の
国
民
年
金
123

住
民
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住
民
係
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「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」

は
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が

送
付
さ
れ
た
人
は
忘
れ
ず
に

提
出
を

給与所得者の年末調整
　給与所得者は、毎月の給与から所得税が源泉徴収されていますが、１年間のその合計額と支払うべき
年税額とは一致しないのが普通です。このため、源泉徴収税額の過不足分を精算する必要があります。
この手続きが「年末調整」です。次のことに注意しましょう。

①年間所得が38万以上の人を扶養に入れることはできません。
所得が38万円というのは、例えば給与収入で言うと103万円になります。また、土地などの譲渡が
あった場合、所得が38万円を超えれば扶養に入れられません。

②配偶者の所得を把握しておきましょう。
配偶者の所得が38万円を超え76万円未満の場合は、配偶者控除ではなく、配偶者特別控除の適用が
受けられます。これは、配偶者の所得額に応じて9段階に控除額が分かれています。

③同じ人を 2人以上が扶養することはできません。
子どもを両親のそれぞれが扶養に入れることなど、１人に対して扶養者が重複することはできません。

税の支払いは期限内に
　14ページ「まちの決算」の歳入の状況を見ると、およそ半分は税による収
入になっています。税収を確保することはとても大切なことです。

　納期限を過ぎても税の納付が無い場合、督促状や文書の送付、電話や訪
問などを行いますが、最終的には、法（地方税法、国税徴収法）に基づいて、
不動産や預金などの財産の差押（滞納処分）を行います。
　納期限内にお支払いができない場合はすぐに役場までご相談ください。

　ローンの支払いを優先したり、車検の直前にまとめて軽自動車税を払ったり
しないで、納期限内に納付を行いましょう。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」

　

11
月
11
日（
水
）か
ら
17
日（
火
）

ま
で
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。

こ
の
期
間
は
、
い
ろ
ん
な
催
し
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
菊
池
税
務
署

☎
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6
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1
2
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自
動
音
声
案
内

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、税
の
申
告
を
す
る

場
合
、納
付
し
た
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、年
末
調
整
や
確
定
申
告
で「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」の

添
付
が
必
要
で
す
。「
控
除
証
明
書
」は
、社

会
保
険
庁
か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す

（
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年
は

じ
め
て
納
付
し
た
人
は
、平
成
22
年
2
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

「
控
除
証
明
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
月

分
以
外
の
保
険
料
を
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
納
付
し
た
場
合
は
、今
年
分
と
し
て
申

告
で
き
ま
す
か
？

今
年
分
と
し
て
申
告
で
き
ま
す
。「
控
除

証
明
書
」に
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
料

額
に
、後
か
ら
納
付
し
た
保
険
料
額
を
合
算

し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、後
か
ら
納

付
し
た
保
険
料
分
の「
領
収
証
書
」も
必
ず

添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
の
問
い
合
わ
せ
窓
口（「
控

除
証
明
書
」の
再
発
行
を
受
け
付
け
ま
す
）

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
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平
成
22
年
3
月
13
日
ま
で

月
〜
金
曜
日
：

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

月
曜
日（
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜

日
）は
午
後
7
時
ま
で

第
2
土
曜
日
：

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
祝
日
は
除
く
）

　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

は
、所
得
税
法
上「
雑
所
得
」と
し
て
所
得
税

が
か
か
り
ま
す（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

年
金
に
か
か
る
所
得
税
の
計
算
は
、年
金

受
給
者
の
人
か
ら
提
出
さ
れ
た「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、各
種

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
こ
の
申
告
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
受
給
者
の
人
に
は
、11
月
上

旬
頃
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
告

書
の
は
が
き
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、12

月
1
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
22
年
分「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が

送
付
さ
れ
る
人
は
年
金
額
が
1
5
8
万
円

以
上
の
人
の
み
で
す
（
65
歳
未
満
の
人
は

1
0
8
万
円
）。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
西
社
会
保
険
事
務
所

☎（
3
5
5
）3
2
6
1

ＱＡ


